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の 概要を示す。コ ン ク リー

1．緒言

鉄筋コ ン ク リート構造物 に お い て 、鉄筋 の 防食や 腐食

解析をする場合、電気伝導度お よび イ ン ピーダソ ス を知

る必要が ある。本研究で は境界要素逆解析
（1）

を用 い 、
コ ン ク リート表面上の 数点の 電位測定値か ら、複素電気

伝導度及び鉄筋の イ ン ピーダン ス を 同時に 同 定す る方法

を提案する。数値シ ミ ュ レーシ ョ ン に よりその 有効性を

示 す。

　　　　　　　　 2．同定の方法

トの 表 面に 電 極を 設 置 し鉄 筋 との 間 に交 流 を 印加 し、コ

ン ク リ
ー

ト表面 上 の 数点 における電位を測定す る。こ の

測定値 を 入 力 と して 逆解析 を行 うこ と に よ り、コ ン ク リ

ートの 複素電気伝導度（K ＝ KrefiKim ： Kre は 実部、

Kim は虚部）お よび コ ン ク リートと鉄筋 の 間の イ ン ピー

ダン ス （Z誦 n ：Z【℃ は実部、Zim は虚部）を 求め る 。

3．モ デル
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　　　　　　　 Fig2〔bncrete　MOdel

　本研究で 用い た鉄筋 コ ン ク リ
ートモ デル を Fig2 に示

す。印加電流 の 周波数を 1Hz、振幅を O．IA とした。こ

の モ デル に対 して、
一

定要素を用 い て、境界要素法

（BEM ）の メ ッ シ ュ （要素数 206、節 点数 242）を作成した。
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4．BEM 順解析

BEM 逆解析を行 う際に必要とな る、コ ン ク リ
ー

ト表

面 の 電位の 測定値を模擬するた め に、BEM 順解析 に よ

るシ ミュ レ
ー

シ ョ ン を行 っ た 。 そ の コ ン ク リ
ー

ト表面 の

電位の 結果を、lli93および Fjg4 に示 した 。
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iBEM 逆解析

　コ ン ク リート表面 にお け る数点（Fig5参照）の 躑 順解

析 シ ミュ レ
ー

シ ョ ン 結果を実際の 測定誤差を 見込 ん で 3

桁に丸め て 入 力データ とし、逆解析を行 っ た 。 Fig　6 に

示す ように、初めに電気伝導度とイ ン ピーダン ス を仮定

し、順解析を実行 して 得 られ る コ ン ク リート表 面の 電位

の 値が、入 力データ と 同 じに なるよ うに、電気伝導度及

びイ ン ピー
ダ ン ス の 値 を修正 し、繰 り返 し計算す る最適

化手法 （シ ン プ レ ッ ク ス 法
 
）を用い た 。 Tablelに逆解析

の 結果 を 示 した 。 ま た、測定点数 に よ る 膕 逆解析の 精

度の 違い を Fig7 に示 した。 この結果か ら、本試験で は、

測定 点 数 と して 5 点を採用すれば、 精度よ く複素電気伝

導度お よ び イ ン ピーダ ン ス が 同定で きるこ とがわか る 。
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　　　　　　　　　 5． 結言

　本研究で は 、 鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト試験片から、コ ン ク リ

ートの 複素電気伝導度および 鉄筋とコ ン ク リ
ー

ト問の

複素イ ン ピーダン ス を同時に求めるための BEM 逆解析
を行っ た。その 結果 、 わずか な点の 測定デー

タからこれ

らの 値を求め るこ とが で きるこ とを示 した。
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